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事 業 名 

 

 

今後の入所施設のあり方に関する研究事業 

 

事 業 目 的 

 

入所施設においては、今後、障害者自立支援法の理念である地域移行

の進展にともなう入所施設の在り方について早急に検討する必要が

あるが、サービスの実態が明確となっていないことから、今後の入所

施設のあり方に関する議論における基礎資料とすることを目的とし

た。 

事 業 概 要 

入所施設およびショートステイの実態を把握するために、全国の入所

施設を対象として、以下の点を明らかにする調査を実施した。 

・ 利用者の状況（人数、障害程度区分、自立の状況） 

・ 入退所の状況 

・ 職員の状況（雇用形態、職種、性別） 

・ ケアの実態 

・ ショートステイの利用実態 等 

事業実施結果 

及び効果 

入所者の障害程度区分別の人数をみると、区分３以下の入所者が２割

程度おり、経過措置後の対応が課題となることが伺えた。またケアの

実態をみると、多くの施設で手厚いケア、利用者ニーズに対応したケ

アが行われていることが明らかとなった。 

事 業 主 体 
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